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dcba ,,, を実数とし、 dicbia   , とすると 

 biacdidc  2222  adc  22  ──① bcd 2  ──② 

 

0b のとき 

 0a であるから、 0 dc ではない。 0c または 0d であるから、 ac 2 または ad 2 である。 

 0a ならば acd  2,0 で、 ac  である。 0a ならば adc  2,0 で、 ad  である。 

 いずれにしても、  は 2つ存在する。 

 

0b のとき 
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 ここで、 cdb 2 より、 0b ならば c と d の符号は一致し、 0b ならば c と d の符号は異なる。 

 いずれにしても、 dc, の組が 2組のみに定まり、  は 2つ存在する。 

 

以上により、  2 となる複素数  は、2つ存在する。(証明終) 


